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広報 常陸大宮 平成３０年１１月号２１

慶長８年創業の「久慈の山・根本酒造」、「舟納豆」でおなじみの「丸真食品」、伝統工芸品「西ノ内和紙」を製
造販売する「五介和紙」と「紙のさと」、自然あふれるレジャー施設「パークアルカディア」など、山方宿を中心
とする店舗・公共施設９か所をめぐるスタンプラリーを開催中です。
ぜひこの機会に、伝統と自然に触れ、山方宿の魅力を発見してください。

★応募方法 ガイドマップをもって、下図のスタンプ設置場所をめぐり、スタンプを集め、スタンプ設置場
所の応募箱または郵便ポストへ投函してください。
ガイドマップは、スタンプ設置場所のほか、道の駅常陸大宮～かわプラザ～、山方宿周辺の公
共施設や商店、コンビニ、事業所などにあります。

★実施期間 平成３１年１月７日（月）まで
★応募締切 平成３１年１月３１日（木）まで（当日消印有効）
★景 品 抽選で下記の景品をプレゼントします。

スタンプ９個
①パークアルカディアケビン棟利用券 ②久慈の山 カミマル純米吟醸４０
③舟納豆 納豆通人

スタンプ６個以上
①紙のさと 西ノ内和紙工芸品 ②五介和紙 西ノ内和紙工芸品
③奥久慈うるし工芸品 ④地元特産品

スタンプ３個以上
①ひたまるピンバッジ ②ひたまるレジャーシート ③ひたまるストラップ
④ひたまるコンパクトバッグ ⑤西ノ内和紙ハガキセット

■問い合わせ■ 地域創生部山方支所 ☎５７‐２１２１（代）
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中世史部会では、市内に残る中世（鎌倉・室町時代）
の様々な石造物を調査しています。既に所在が明らか
で地域の歴史上重要な中世の石造物としては、山方地
区の常安寺五輪塔、野口地区の板碑、高部地区の高部
景義墓の３点が常陸大宮市指定文化財になっていま
す。中世の石造物は、五輪塔・宝

ご りんとう ほう

篋
きょう

印塔などの石塔と、
いんとう

板石に供養の願文を刻んだ板碑が多数を占めていま
いた び

す。地域によっては仏像彫刻や他の形状の塔も見られ
ますが、生前または没後供養塔としての五輪塔・宝篋
印塔、板碑が関東地方の石造物の主流であると言え
ます。
今回の市史編さん事業に伴う石造物調査は、指定文
化財以外に地域に眠る中世石造物を掘り起し、地域の
歴史の中でどのような意義や文化的価値があるのか探
ることを目的にしています。現在は調査の途中です
が、今までの通説を覆す新しい発見があります。
実は今までの市町村史の中で、茨城県の中で県央部
から県北部にかけては、中世の石造資料は報告例が乏
しく、存在そのものも少ないと想定されていました。
これに対して県南部は筑波山塊を中心に花崗岩などの

か こうがん

産地であり、また、県西部は利根川等の内水運流通を
利用して、埼玉秩父産の緑

りょく

泥片岩等を入手しやすい環
でいへんがん

境にあるため、年号や文言を刻む中世の石造物が一定
量報告されています。
今、市史編さん事業に伴い、多くの調査員が市内各
地を踏査しています。その過程で、実は常陸大宮市内
には、中世の石造物が多数残されていることが分かっ
たのです。
右の写真は、市内氷之沢地区の個人墓地に残る宝篋
印塔ですが、昭和５０年代まで２基がセットとして旧道
沿いに立っていたことが分かりました。
年号などは刻まれていませんが、様式的にこの石塔
は１５世紀頃のものと推定されます。この他にも市内の
様々な地点で、今まで報告のなかった中世の石造物が
続々と発見されています。実物を拝見する限り、五輪
塔よりも宝篋印塔の方が多く、五輪塔が多い県南部と

中世の石造物調査 －新たな発見－

古代・中世史部会協力員 比毛 君男 氏
（土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場 学芸員）

は対照的な在り方が県北部では推定されるところです。
私は、現在中世石造物の調査協力員として、発見さ

れた石塔を図や写真で記録する作業を行っています。
どうか市民の皆さんも、市内に古そうな石塔がありま
したら情報をいただけると幸いです。よろしくお願い
いたします。

■問い合わせ■
文化スポーツ課
文化・スポーツグループ ☎52‐1111（内線344）

▲宝篋印塔（氷之沢地区）
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アレルギーには様々な疾患があります。２０１７年
に小児気管支喘息治療・管理ガイドラインが更新
されましたので、今回は小児の気管支喘息につい
てお話します。
気管支喘息は発作性に起こる気道狭窄によっ

て、喘鳴や咳嗽、呼気延長、呼吸困難を繰り返す
疾患と定義されています。基本病態は慢性の気道
炎症と気道過敏性の亢進です。喘息有症率は２０１５
年の全国調査で１０％程度であり、２００８年の２０％程
度から減少しており、長期管理薬の普及によりコ
ントロールが良くなっていると考えられます。し
かし、気管支喘息の長期管理の目標は、『気道炎症
を抑制し、無症状状態の維持、呼吸機能や気道過
敏性の正常化、QOL「クオリティ・オブ・ライ
フ」（生活の質）の改善を図り、最終的には寛解・
治癒を目指すこと』であり、定期的な通院をお勧
めします。
長期管理薬でよく使用されるものは、吸入ステ

ロイド薬やロイコトリエン受容体拮抗薬です。重
症度により薬を組み合わせて使用したりします。
ガイドラインでは『良好なコントロール状態を

３か月以上維持できた場合はステップダウンを検
討する』とあり、評価には時間を要します。
小児喘息は治りやすいとされていましたが、小

学１～６年生にかけて減少していた有症率は近年

ではむしろ増加傾向にあります。
米国では６歳の時点で喘息と診断されている群

では、２２歳の時点での有病率は５７～７２％と高率で
あるとの報告があります。持続する気道炎症は、
気道傷害とそれに引き続く気道構造の変化（リモ
デリング）を起こし、非可逆性の気流制限をもた
らします。子ども達の将来ためにも、長期管理薬
を継続し、気道炎症を抑制しましょう。
当院では、気道炎症の評価のために、呼気中一

酸化窒素（FeNO）濃度測定が行えます。気管支
喘息の方は一酸化窒素の産生が亢進されていると
考えられており、診断および治療の効果判定に有
用です（評価にはいくつかの注意が必要です）。小
学生ぐらいからなら検査可能と思われます。この
検査は痛くありません。お気軽にご相談ください。

0
100
200
300
400
500

救急車以外
救急車

※救急受け入れの人数を
　月別に表しています。
　（休日・時間外を含む）  

常陸大宮済生会病院救急患者受入状況
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合 併 の 経 緯 － 静 村 －
しず むら

◇明治の合併前後の静村
昭和３０年に大宮町に分村合併した旧静村は、村名
のとおり、常陸国二の宮の静神社が所在し、古代は
「倭文（静織）郷」と称された地域であったことに由

しどり

来しており、現在の那珂市静に大字名を残していま
す。明治の合併前の静村域は、下村田村、高野村（天

こう や むら

保年間〈１８３０－４４〉に上村田村に合村）、上村田村、石
沢村、下大賀村、静村（志津村から寛文８年〈１６６８〉
に改名）、菩提村（天保年間に静村に合村）の７か村

ぼ だい むら

に分かれていました。
これらの村々は明治５年（１８７２）に始まる大区小
区制では、第１０大区２小区に静村、同３小区に下村
田村と下大賀村、同４小区に上村田村と石沢村が組
み入れられました。また同８年の改正後は第４大区
８小区に下村田、上村田、石沢の各村が入りました
（『大宮町史』）。
その後、明治２２年（１８８９）に施行された町村制に
より、小規模の町村を合併して適正規模の基礎自治
体を作ることが進められました。これにより下村田
村、上村田村、石沢村、下大賀村、静村が合併し、
新しい静村が発足しました。初代村長に小橋伊之次
郎が就任し、役場は弘願寺の東側、下大賀１１１３番地

こう がん じ

に置かれました。その後、庁舎は昭和４０年９月に個
人に払い下げられ、現在も改修しながら利用されて
います。
大正８年２月１日には水戸鉄道（のちの水郡線）
の静駅が役場のすぐ近くに開業し、旅客営業を開始
しました。静神社参詣の足として多くの利用客を迎
えることとなりました。

◇昭和初期の村の記録『静村事蹟簿』
静村に関する史料はあまり多く残されていません
が、明治４０年代以降作成されるようになる村の概要
を記した台帳「事蹟簿」が残されています。昭和元

じ せき ぼ

年から同３年（原本当館蔵）、昭和４年から同６年
（複製を公開、以下同）、昭和１５年、昭和１６年から同

１８年の４冊で、当時の人口や村の予算、村民の生業
などが書かれています。
これによれば、昭和元年の静村の現住人口は２９２２
人、同１８年３２０３人となっています。一方で本籍人口
は昭和元年が４２９０人、１８年５１００人で、現住人口の１．５
倍前後の数となっています。これは戦争への出征や
軍需産業への徴用に加えて、都市部への就業や就学
による人口流出が原因と考えられます。一般的に事
蹟簿の記述は、産業統計部分が空欄のまま記述され
ないことが多いのですが、静村の事蹟簿は該当部に
は洩れなく記載があり、行政資料として貴重です。

◇静村の分村
昭和２８年９月に町村合併促進法が施行され、静村

には昭和２９年１２月、合併調査会が発足しました。調
査会は上野、大場、静の３か村合併案を提示しまし
たが合意には至りませんでした。一方、翌年１月に
は瓜連町議会によって瓜連・静・上野の３か村合併
案が提示されます。これに対し石沢・上村田・下村
田３地区は瓜連町への合併に反対し、静と下大賀の
両地区では大宮町との合併に反対を表明しました。
更にこのあと石沢では区民大会で大宮町への合併を
決定するなど、静村各地区での意思統一は進みませ
んでした。これらの経過をふまえ、３０年１月１７日の
合併調査会で分村合併が決定し、北部の下村田・上
村田・石沢は大宮町に、南部の静・下大賀は瓜連町
に合併することが決まりました。
仲村二九二さん、先崎千尋さんに聞き取り調査にご協力い
ただきました。

【参考文献】
「静村事蹟簿」（大宮町役場文書２１６）、「静村事蹟簿」（複
製o３８１－２～４）、塙泉嶺『那珂郡郷土史』宗教新聞
社 大正１２年、茨城県総務部地方課編『茨城県市町村
合併史』昭和３３年、『大宮町史』昭和３３年、『大宮町史』
昭和５２年、『瓜連町史』昭和６１年

旧静村役場庁舎（那珂市下大賀）

静村事蹟簿（昭和元年～３年）
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vol.53 ～職員リレートーク～～～職員のつぶやき職員のつぶやき
健康推進課の黒沢好実です。私の所属する健康推進課では、市民の
健康づくりのため赤ちゃんから高齢者の方まで、幅広い世代の方への
各種健（検）診・相談を行っています。配属から半年以上が経ち、職
場の環境にも少しずつ慣れてきましたが、まだまだ分からないことば
かりで、毎日先輩方に教えて頂きながら仕事をしています。大変なこ
とも多いですが、幅広い世代の方と関われる楽しい職場なので、やり
がいを感じながら、日々頑張っています！

今月は、今が旬のさつまいもを使ったレシピです。

【材料】４人分
さつまいも ２００ｇ
卵 １個
玉ねぎ ６０ｇ
きゅうり ８０ｇ
マヨネーズ 大３（３５g）
カレー粉 小１（２g）
レモン汁 小１／２（８cc）
塩 小１／３（２g）
こしょう 少々
サラダ菜 ８枚（６０g）
ミニトマト ８個（８０g）

さつまいもの
カレーマヨサラダ

食改レシピ Vol.8

▲黒沢さん

【作り方】
１．さつまいもは気になるところのみ皮をむい
て１cmの角切りにして水にさらす。

２．さつまいもをやわらかくなるまで茹でて水
気を切り、熱いうちに塩・こしょうする。

３．卵は水から１５分茹でて、荒いみじん切りに
する。

４．玉ねぎは薄切りにして水にさらす。きゅう
りは１cmの角切りに。

５．マヨネーズ、カレー粉、レモン汁をよく混
ぜておき、さつまいも、卵、玉ねぎ、きゅ
うりを加えて混ぜる。

６．時間があれば冷蔵庫で冷やす。
７．サラダ菜とミニトマトを添える。

塩分脂質たんぱく質炭水化物エネルギー一人分
栄養成分 ０．７ｇ８．５ｇ３．４ｇ２０．４ｇ１７０kcal

「ウクレレ」教室の坂井潔です。皆
さんウクレレという楽器をご存じで
すか？今まで楽器なんて触ったこと
もないし、楽譜もまったく読めない。
でも何か楽器を弾いてみたい。でき
れば楽器を弾きながら歌を歌ってみ
たい。そんなあなたにピッタリなの
がこの教室です。大きさはギターの
半分以下で、弦も４本の為比較的取り
組み易いが、やり始めるとなかなか奥
も深い楽器です。初心者大歓迎！興
味のある方、遊び気分で良いですから
ぜひ見学に来てください。
■問い合わせ■ ☎５５‐１６２１

ひたまる先生を利用したい人（団体）は、
先生と直接交渉のうえ活用してください。
料金は、個人、団体とも１講座１回につ
き上限５，０００円（交通費込み）です。※各先
生によって金額は異なります。助手を伴
う場合は、１講座１回１人あたり１，０００円
（交通費込み）です。なお、材料費・施設使
用料は、受講者の負担になります。
ひたまる先生を探す場合は、市民協働
課、各支所、公民館等に設置している「ひ
たまる先生名簿」もしくは市のホーム
ページから探すことができま
す。また、QRコードから市の
ホームページへ簡単にアクセ
スすることができます。

▲坂井潔さん
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第14７回
FIRE DEPARTMENT HITACHIOMIYA
『常陸大宮市消防本部』 ＦＤＨ

野焼きは原則、禁止です！！

冬季は、湿度が低く空気が乾燥する上に、火気を使用する機会が多くなるため、全
国的に火災が発生しています。 毎年、本市でも休耕地の枯草などが延焼する“その他
火災”が非常に多く発生しています。原因としては、野外でゴミや枯草の焼却をして
いた時に、風に煽られて周囲に延焼したケースが多いです。

野外焼却（野焼き）は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（産業廃棄物処理法）第１６条の２の規定
により、一部の例外（下記参照）を除き廃棄物の野外焼却は禁止されています。

一部の例外

※一部の例外であっても、他人を不快な思いにさせたり、迷惑をかけないように配慮してください。

・処理基準に従って行う焼却炉を用いた廃棄物の焼却
・国または地方公共団体がその施設の管理のために行う廃棄物の焼却
（河川敷、道路法面の草焼き・道路清掃、河川清掃で出た草木等の焼却）
・震災、風水害、火災凍霜害その他の災害の予防、応急対策または復旧のために必要な産廃物の焼却
（災害時における木くずなどの焼却・防災訓練等での模擬家屋等の焼却）
・風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
（どんど焼き等の地域の行事における不要となった正月のしめ縄や門松等の焼却）
・農業、林業または漁業を営む上でやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
（稲わら、雑草の焼却・伐採した木の枝の焼却）
※農業用ビニールは、野焼きしてはいけません

・たき火、その他日常生活を営む上で、通常行われる廃棄物の焼却で軽微なもの、
キャンプファイヤー

■問い合わせ■ 生活環境課 ☎５２‐１１１１（内線１２２）

上記例外により廃棄物を野外焼却される方は、焼却場所や規模によっては、常陸大宮市消防本部火災
予防条例第４５条の規定に基づく「火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為」の届出書
を管轄する消防署に提出する必要があります。

当該届出書は、消防署が焼却行為などの実施状況を把握するために提出していただくものであり、届
出書を提出したことにより、消防署が焼却行為を許可したものではありません。

一部例外の野外焼却をされる方は、届出が必要です
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■問い合わせ■
消防本部 ☎５４‐０１１９

他人に不快な思いや迷惑をかけるような焼却行為は例外による焼却行為とは認められません。
焼却行為を行う場合は、次のことに注意してください。

一部例外の野外焼却で注意すること

注意すること

・必ず人が監視する
・必ず消火準備をしておく
・その場を離れる時は、必ず消火する
・風向きを考慮し、近隣に迷惑にならないようにする
・気象の変化に十分に注意し、危険と思われる場合は速やかに中止する
・一度に大量に燃やさない
・刈草などは十分に乾燥させて焼却する
・プラスチック、ビニール類を燃やさない
・夜間は行わない

※届出の有無に関わらず、火災予防上危険と判断される場合は、状況に応じて消防隊が現地調査・
消火活動を行う場合があります。

年末年始火災特別警戒を実施します

平成３０年度年末年始火災特別警戒を実施します。市民および事業者に対する防火意識の高揚、火災予
防の徹底を図ります。

実施期間：平成３０年１２月２９日～平成３１年１月３日
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再生紙と植物油インクを
使用しています。

（夫）ブラジルでは日系人の友達が多く、刺身を知りました。今では
趣味の海釣りで得た魚を刺身にして家族で食べます。また、運動会
を日本で初めて知り、特に親子競技が大好き。夫婦で日本に来た時
は、日本語に苦労しました。しかし、まわりの親切な人たちがいつ
も助けてくれ、夫婦お互い助け合いながら頑張ってきました。常陸
大宮市は、四季を感じる綺麗な山々と、何でも揃うお店があり大好
きな土地です。これからもずっとここで暮らして、元気なおじい
ちゃんになって海釣りを満喫したいです。

（妻）長女が高校でなぎなた部に所属していたので、何度も試合会場
に行ったことが影響したのか、二女もなぎなたに興味を持ち、週１
回市なぎなた連盟主催のなぎなた教室で練習を積んでいます。来
年、常陸大宮市はいきいき茨城ゆめ国体なぎなた競技会の会場に
なっているので、とても楽しみにしています。
今はまだ子育て真っ最中で仕事もしているので、子どもの送り迎
えなど、毎日本当に大変ですが、周りの環境にも恵まれ楽しくやっ
ています。子育てが一段落したら、漢字などもっと日本語を勉強し
たいと思っています。

夫 アンツネス ルイス
アルベルトさん

妻 アンツネス クリスチーナ
キヨカ シバタさん

住所 鷹巣 出身国 ブラジル
家族構成 ４人 市内在住歴 １９年

常陸大宮市の人口
（11月１日現在・推定常住者）

総人口 40,701人 世帯数 16,088世帯
（男 20,076人 女 20,625人）

いきいき茨城ゆめ国体なぎなた競技会
2019年９月29日（日）～

10月１日（火）
西部総合公園体育館
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１０月１４日（日）に大子町にて行われた奥久慈大
子まつりに登場したひたまる。ステージイベント
では、観光大使とひたまるによる観光PR及びク
イズを実施し、正解者には、市内で生産される柚
子を使用した特産品の「柚子きれい」「柚子の美」を
プレゼント！常陸大宮市の芋煮会や特産品のPR
ができ、とても充実した１日でした。

▲一生懸命PRしました！


